
１．近年の高齢者の変化 

 ○ 近年の高齢者においては、①運動能力が向上、②好奇心が多様化し、多様な趣

味を持つ高齢者が増加、③パソコンを中心としたデジタルシニアの増加、④働き

続ける高齢者が増加、という変化が見られる。 

 ○ 60 代前半男女の約６割、60 代後半男女の約５割が働きたいと考え、60 代前半

は「家計・生計のため」、「自由に使えるお金を得るため」などを働きたい理由と

して挙げる者が多く、60 代後半では、「健康維持」や「元気なうちは働くのが当

たり前」、「社会や人とのつながりが実感できる」が増加。＜資料Ｄ－１＞ 

２．高齢者の所得・資産の特徴 

 ○ 平均値ベースで他世代と比較すれば、高齢者は比較的裕福であるが、高齢者世

帯層内で見ると、所得・資産ともに大きな格差が存在。 

 ○ 世帯主が 65 歳以上の２人以上世帯の年間収入は、250～500 万円層が全体の約

半数を占める一方、900 万円以上の層も約１割程度存在。年金が所得の中心であ

るため、平均所得金額は景気の影響とは連動しない。 

 ○ 貯蓄現在高は、2,000 万円以上が約４割いる一方で、600 万円以下も２割強存

在。「長生きリスク」に備えたい意識が高く、孫などの一部のインセンティブを

除き、消費意識は低い。 

 ○ これらを総合すると、以下の通り。＜資料Ｄ－２＞ 

高齢者の多くは、「普通生活高齢者」として、年金と金融資産の取り崩し

で慎ましやかに生活し、特に苦しいというわけでもなく、いざという際

は、家族縁が支えとなる。 

他方、年金のみで生活し、預金残高も非常に少ない「生活困窮高齢者」

が１～２割程度存在し、社会的ネットワークも乏しいため、病気などの

際に社会的困窮層に陥る可能性がある（特に単身高齢女性など）。 

また、年金のほか、金融資産の配当や不動産所得等で生活し、社会的ネ

ットワーク等も豊富に持つ「富裕高齢者層」が１～２割程度存在。 

３．高齢期のＱＯＬを規定するもの等 

 ○ 高齢期になっても「働き続けられる市場」をつくることが、消費意欲の向上と

健康寿命の延伸をもたらす。 

 ○ このほか、高齢期のＱＯＬを規定するものとしては、高齢期のみならず、生ま

れてから、成人期、中年期を過ぎていくまでの、生活環境、学歴、就業環境、遺

産相続などが挙げられる。＜資料Ｄ－３＞ 

斉藤徹・（株）電通総研研究主幹 
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｜資料Dー1｜ 60代の働きたい理由

0 男性60代前半は「家計・生計のため」が62.3%と最多。以下、「元気なうちは働くのが当たり前だから」（47.7%）、「健康維持のためJ
(43.0%）。60代後半になると「健康維持のためJ、「元気なうちは働くのが当たり前だからJが増加。男性60代前半は「お金jのため、 60代後
半は「健康』のために働きたいと思っている。

0 女性lま、60代前半は「自由になるお金を得るためj(50.5%）が最も多く、「家計・生計のため』（46.6%）が続く。60代前半は女性も男性
同様「お金Jのために働きたいと思っている。60代後半になると、「社会や人とのつながりが実感できるからj(49.0%）、「健康維持のためJ
(43.3%）、 「働くζとが好きだからj(38.2%）が増加する。
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｜資料D-2I 高齢者生活水準分布（仮説）

園田園・・・圃・園田・園田園圃圃圃圃両面白画可圃園田園圃帽圃圃園田園園田園田園

10～20% 

富裕
高齢者

70～80% 

普通生活

高齢者

10～20% 

生活困窮

高齢者

I 

・・－~－－－－－圃·－－－－－－－－－
年金＋金融資産（配当等）＋不動産所得＋
事業所得等で生活
社会的ネットワーク等も豊富

年金＋金融資産取り崩しで生活
生活はつつましやかだが、
特に苦しいというわけでも無い
いざという際は、家族縁が支え

（少額）年金のみで生活
預金残高少なく、
社会的ネットワークも乏しい
何か大事が生じた際に（EX.病気、介護など）
社会的困窮層に陥る可能性がある
とりわけ、単身高齢者、高齢女性

（出所）斉藤徹・電通総研研究主幹鋭明資料「高齢者のライフスタイルと消費・働き方』 （平成27年8月20日政府税制鯛査会総会）より作成
（原典）電通総研作成
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１．高齢者の社会的孤立問題発生の背景 

 ○ 近年、高齢者の孤立死の増加など、高齢者の社会的孤立が問題となっているが、

その背景としては、①家族の変化（高齢者世帯の同居率の低下、高齢単身・夫婦

のみ世帯の増加）、②親族関係の希薄化、③地域社会の変化（コミュニティ・ネ

ットワークの脆弱化）、④生活基盤と貧困（生活と労働の不安定化）などがある。 

２．ひとり暮らし高齢者の出現率 

 ○ 地域類型別自治体のひとり暮らし高齢者出現率を見ると、1995 年から 2010 年

にかけて、出現率の高い自治体数は、過疎地や島嶼部で減少する一方、都市部で

は増加傾向にある。過疎地や島嶼部の自治体数の減少は、市町村合併による影響

が原因と考えられ、地域の現実は変わっていない。＜資料Ｅ－１＞ 

３．高齢者の生活実態と社会的孤立 

 ○ 港区におけるひとり暮らし高齢者の生活類型について、因子得点に基づきクラ

スター分析したところ、①多重困難型（16.7％）、②外出困難型（23.6％）、③経

済困難型（15.3％）、④関係困難型（18.9％）、⑤生活安定型（25.5％）の５類型

に分類が可能。 

 ○ それぞれの特徴を見ると、例えば、持ち家率は、多重困難型（①）が４割なの

に対し、生活安定型（⑤）は７割、健康ではない割合は、①は５割強、⑤は 3.9％、

社会参加が有の割合は、①は３割、⑤は７割となっている。＜資料Ｅ－２＞ 

 ○ 多重困難型（①）及び経済困難型（③）の合計約３割のひとり暮らし高齢者が

貧困と孤立状態にあるひとり暮らし高齢者であると考えられる。 

４．農山村と都市での生活の違い 

 ○ 山形県と港区のひとり暮らし高齢者のデータを比較すると、山形県の方が後期

高齢者の割合が高く、持ち家率が高い、結婚の経験割合が高いという特徴が見ら

れる。また、年間収入を比較すると、港区においては 400 万円以上の高額所得者

が 14.3％いるのに対し、山形県は 1.7％しかいない。反対に、貧困・低所得層の

割合は、港区と山形県ともに半数程度になる。＜資料Ｅ－３、４＞ 

５．高齢者生活の現実から求められていること 

 ○ 高齢者の生活の現実を踏まえると、①生涯にわたる労働と生活の基盤の必要性

（高齢期の孤立・貧困は、高齢期に突然やってくるのではなく、若いころからの

不安定な仕事・生活により生じている）、②地域社会の安定性の確保、地域ネッ

トワークの発展、③家族ネットワークの再構築、などが求められる。 

河合克義・明治学院大学社会学部教授 

 『高齢者の社会的孤立と貧困の実態』（2015 年８月 20 日） 
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